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Ⅰ．レクチャー：アメリカにおけるキリスト教保守主義 

 

◯イントロ 

「アメリカの宗教」とは何か？ 

――プロテスタント？ 

――「市民宗教」という考え方 

――「見えない宗教」＞スピリチュアル（spiritual）⇔religion 

 

*宗教分布(Gallup, 2007) 

 

 

 

 

*アメリカ人の宗教観（Gallup, 2009, http://www.gallup.com/poll/1690/Religion.aspx） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯アメリカのキリスト教保守勢力 

*呼称 

「保守派プロテスタント」「右派」「右翼」 

「キリスト教原理主義（根本主義、ファンダメンタリズム）」 

「福音派（エヴァンジェリカル）」（自称） 

※狭義の「原理主義」「福音派」は特定の宗派を指す 

*何を「保守」するのか 

：キリスト教が世俗化する以前の状態。それに対して、世俗化をいろいろな形で受け入れる姿勢を「リベラル」

と対比的に呼ぶ。 

：歴史的には、19 世紀後半に産業化が起こってリベラル派 vs 保守派の対立が起こった。おおよそ社会の大き

な変革の時期に対立が起こると考えてよい。 

：保守して結束する単位はネーション。建国宗教としてのプロテスタンティズムを守る；「古き良きアメリカ

（good old America）」「初期宗教（old time religion）」を規範とする。 

プロテスタント 51.3%｜カトリック 23.9%｜モルモン 1.7%｜エホバの証人 0.7%｜正教 0.6%｜ユダヤ教 1.7% 

仏教 0.7%｜イスラム教 0.6%｜ヒンデゥー教 0.4%｜リベラル派プロテスタント（ユニテリアンなど）0.7% 

ニューエイジ 0.4%｜いずれでもない 0.4%｜無所属（無神論、不可知論含む）16.1%｜わからない 0.8% 

Q.宗教はあなたの生活にとってどのくらい重要か？ 

2009：かなり重要 56%｜まあまあ重要 25%｜あまり重要ではない 19%｜分からない 1% 

Q.アメリカ人の生活への宗教の影響力は増しているか減っているか？ 

2009：増加 25%｜減少 70% 

2005：増加 47%｜減少 48% 

Q.宗教は現代社会においてすべてないしほぼすべての問題解決をもたらすか？あるいは時代遅れか？ 

2009：解決できる 59%｜時代遅れ 28%｜その他、ノーコメント 14% 

Q.聖書の記述について――字義通りの事実？全てではないが神の啓示？人の手になる寓話／神話／歴史？ 

2008：事実 30%｜啓示 46%｜寓話 22%｜わからない 3% 

1984：事実 40%｜啓示 41%｜寓話 12%｜わからない 3% 

Q.信じる？ 2007：神 86%｜悪魔 70%｜天使 75%｜天国 81%｜地獄 69% 
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*「奇抜さ＝保守」ではない 

：Snake Handlers, Amish のようにエキセントリックに見える宗派も、新宗教とは別として考える必要。あくま

でリベラルに対して保守するという信条的意図を持っていることがその要件。 

 

⇔「新宗教」：教義（教祖含む）を新たに作り出した宗教 

・キリスト教系：Branch Davidian など 

・非キリスト教系：和尚・ラジニーシ、TM（超越瞑想）、ハレ・クリシュナ 

・オカルト系：サイエントロジー教会、UFO、魔術、心霊現象、前世、臨死体験など 

 

●ポイント： 

家族制度などと同様に、近代社会に入ることで宗教的規範が世俗化したことを受けて、それを取り戻すため

の反応として保守や新宗教を理解する。回帰しようとしているのか（＝保守）、再構築しようとしているの

か（＝新宗教）という点では、両者は全く逆のベクトルを持った運動。「現代性 contemporary state/modernity」

からどれくらい離れているのか、という点では両者はエキセントリックに見える。 

 

 

◯創造博物館とは 

 

*再び Gullup 調査 

 

 

 

 

 

 

*問題の所在 

・1920 年代から現在に至る進化論論争⇔根本主義/原理主義、創造説 Cf. Scopes Trial (1925, a.k.a.”monkey trial”) 

・1980 年代以降、急速に高まる宗教右派の政治的影響力 

・同時期、「創造科学」の勃興⇒intelligent design theory（ID 説） 

・近代化によって科学を受容していても、その他の先進工業国では同様の社会問題化は確認されない 

・創造科学者の中には自らを「アメリカ的生活様式」と結びつける言説 

・日本のマスメディア、アメリカ研究者の宗教的側面に対する「弱さ」 

 

*創造博物館（creation museum/creationist museum/creation-science museum） 

：自然史博物館の様式を用いて、聖書の創世記（Genesis）の記述を「科学的」に証明し教育しようとする

ミュージアム 

 

・基本的な展示ストーリー 

：聖書を字義通り解釈する創造論の立場では、6000-10000 年前に 6 日間で世界とすべての生物が創られた

とされる。だが一方で科学も否定せず、これを科学的に立証しようとするため、恐竜と人間が共存する

化石を示したり、氷河期を乗り越えるためのノアの方舟の実現可能性を示したりする。 

・1980 年代に急増、2000 年頃から再び勢力を増している 

・当初は西海岸 San Diego 発、以降内陸部で乱立 

・全米で 25 館程度が運営（発表者が確認したもののみ） 

・その他、カナダ、ドイツ、オランダ、イギリス、セルビアやトルコ、中国などにも。ただしアメリカと比

較して数は圧倒的に少ない。 

Q.（世界の）起源や地球上の生命の発展についての「（聖書の）創造説」と「進化論」という二つの説明についてどう思うか？

A. 進化論（ヒトは数千万年をかけて原初生命体から発展してきたという考え方）について 

2007 Jun1-3：完璧な真実 18%｜おそらく真実 35%｜おそらく間違い 16%｜完璧な間違い 28%｜わからない 3% 

B. 創造説（人間は約一万年前に現在と同じ形で創られたという考え方）について 

2007 Jun1-3：完璧な真実 39%｜おそらく真実 27%｜おそらく間違い 16%｜完璧な間違い 15%｜わからない 3% 
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*事例 

Creation Museum(KT) 

オープンについての記事： 

http://skywriters.wordpress.com/2009/06/17/get-creative/ 

Dinosaur Adventure Land(FL) 

公式ウェブ： 

http://www.dinosauradventureland.com/aboutDAL.php 

 

 

Ⅱ．ドキュメンタリー映画上映 

Jesus Camp (2006) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．まとめとディスカッション 

 

・政治的なインパクトを持っている事情は、こうした真摯な信仰が保守勢力を下支えしている 

・見た目の奇抜さは、多様な宗教的環境の中では彼らの本質ではない 

・ただ映画のヒットに見られるように、それが外部の人々を惹きつけていることも事実。むしろ、大多数の

「一般的なアメリカ人」が奇抜であることがショッキングなので関心の対象に 

・なぜこうしたキッチュな方法（アミューズメントパーク、キャンプ、ロックやラップ、ダンスミュージッ

ク、巨大ホールでのライブなど）で教育活動を行うのか 

・なぜこういった映像を撮影することができたのか 

・映画の国内外での反応は？ 

・出演者たちのその後は？ 

 

Director: Heidi Ewing and Rachel Grady (television producer, director) 

YEAR: 2006 

NOTE: receive many prizes; Tribeca Film Festival(2006,won); Silverdocs Documentary Festival(2006,won); 

Satellite Awards(2007, nominated); Online Film Critics Society Awards(2007, nominated); Chicago Film Critics 

Association Awards(2006, nominated); finally, Academy Awards,USA (2007, nominated). 

福音派のグループが子どもたちに信仰を理解させネットワークを形成するために、休暇中に子どもたち

が参加するキャンプを利用している実態を映像に収めたドキュメンタリー。 

Cf: http://www.drdino.com/emails/other/031610/ 
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【Further Reading】---さらに知りたい方のために 

[書籍] 

藤原聖子『現代アメリカ宗教地図』平凡社、2009 年。 

森孝一『宗教からよむ「アメリカ」』講談社選書メチエ、1996 年。 

鵜浦裕『進化論を拒む人々』勁草書房、1998 年。 

藤本龍児『アメリカの公共宗教』NTT 出版、2010 年。 

[映像] 

Jesus Camp.(2006)  

Devil’s playground. (2002) 

Witness. (1985) 

Religulous. (2008) 

What Would Jesus Buy? (2007) 

 

【おまけ】 

琴平山再生計画について 

：琴平山（ことひらさん、こんぴらさん、金比羅山）は、香川県琴平町に位置する宗教法人金刀比羅本教の総

本山。2000 年代に入り、10 年間をかけて境内の 3 つの展示施設、茶屋（カフェ）、グッズ、ロゴなどをリプ

ロデュースした。資生堂による大々的な協力や、現代美術家田窪恭治による古美術の再生など、新たなアプ

ローチで「伝統的施設」を再創造している点は国内で稀少であり興味深い。 

公式ウェブ： 

http://www.konpira.or.jp/ 


